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研究成果の概要（和文）：　本研究は、よりよい子育てを行うためには、子育て期の養育者が多様なサポートネ
ットワークを持つことが重要であるという観点から、養育者の対人資源を拡げる「社会的代理人」の機能に着目
した研究を行った。その結果、周囲との良好な対人関係の中で、配偶者や妊娠前からの友人などを「社会的代理
人」として利用することが、出産後のネットワークサイズの維持や拡充に寄与することが示された。

研究成果の概要（英文）：From the viewpoint that it was important to look into child-rearing from the
 viewpoint of social psychology, this research focused on the function of "social surrogates" as 
others to expand the interpersonal resources of the mothers. Social surrogate hypothesis is that 
some people, especially with low social skill (e.g., high shyness), use a familiar other as a social
 surrogate to cope with new social situations. We regard this idea as useful for explaining the 
expansion and re-construction of social networks. From the results of several studies, we suggest 
that it would be useful to use their spouse and old friends as social surrogates for expanding their
 social support networks.

研究分野： 社会心理学

キーワード： 社会的代理人　子育て　夫婦関係　シャイネス　自己効力感　対人ネットワーク　妊娠期
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研究成果の学術的意義や社会的意義
子育て中の対人ネットワークの維持・拡大や縮小を抑制する効果に関して，「社会的代理人」の概念を適用した
ことが本研究における学術的・社会的意義である。子育て期の人々に，「社会的代理人」の活用の意義を示すこ
とは，孤立からの回避のためのきっかけを提示することになる。さらに，子育てに関する周囲の人々や支援者が
「社会的代理人」の機能を理解し，子育て期の人々と地域社会をつなぐ役割をより一層担うようになり，その結
果地域社会での子育て環境や体制の充実の促進にも寄与すると考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
妊娠から出産、および子育て期（特に乳幼児期）には、母親の対人関係の特徴が大きく変化

すること、そのために適応状態が変化することが指摘されている。例えば、友人関係ネットワ
ークサイズの縮小と情緒的サポートが減少しやすい(e.g., Gameiro et al, 2010)。そして、加藤
（2012）は、母親のネットワークの広さが心理的にポジティブな影響を与えていることと、家
族との関わりが多いほど母親の幸福感が低いことを示している。この点から、養育者がサポー
ト源の中核にある配偶者や親族とのみ関係を維持し続けることは、ネガティブな影響が生じや
すく、その一方で、非親族である地域コミュニティの住民や友人・知人、職場の同僚といった
人々との関わりが相対的に必要になると考えられる。しかしながら、それを日々の対人相互作
用の中で具体的にどのようにして構築すればよいのかについて、先行研究で明確な結論は出て
いない。子育て期の人に、「よりよい子育て」に資する対人関係構築の為の具体的な処方箋を提
示することは、本研究の重要なミッションである。 
そこで本研究では、Bradshaw(1998)が示した「社会的代理人」仮説に基づく対人ネットワー

クの拡充のプロセスを、出産を契機にネットワークが縮小しその後拡大を必要とする子育て期
の養育者に適用して検討する。「社会的代理人」仮説とは、対人関係の構築に苦手意識を持つ人
が、入学や就職など新規の対人関係を拡げる必要性がある場合、既知の人物（＝社会的代理人）
をその場に伴うことで、その状況への不安などを低減させ、相互作用を社会的代理人が支援し、
対人関係を拡充することができるというものである。Souma et al(2008)は大学新入生へのパネ
ル調査から、シャイな人であっても自身の友人が社会的代理人として機能していると、シャイ
ではない人と同様の新規友人の獲得ができることを示している。Bradshaw(1998)や Souma et 
al(2008)は、学生を対象として新規の対人関係の拡充を扱っているが、Gameiro, et al(2010)
などの知見を踏まえると，子育て期の対人ネットワークの再構築・維持に、母親が周囲の他者
を「社会的代理人」として用いることは、養育者自身の心理的適応や社会的適応にポジティブ
な影響を及ぼすと考えられる。逆に社会的代理人として周囲の他者が困難なことは、社会との
つながりを失い孤立のリスクが高まり、虐待や不適切な養育の促進要因ともなり得る。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では、以下の４つの観点から研究を行った。 

（1）周囲の誰が「社会的代理人」になるのか？： 養育者の周囲には、配偶者や親族、友人な
ど様々な対人資源が存在している。これらの人物はそれぞれ異なる役割を有しており、子育て
に伴って関係が密になるものもあれば、疎になるものもある。そこで、養育者が自身の対人ネ
ットワークから選択する社会的代理人との関係性の特徴を把握する。 
（2）養育者は「社会的代理人」に何を求めるのか？： 社会的代理人が提供する機能は、新
規の場に伴うことが重要な要素であるが、その同伴がもたらす機能については不明瞭である。
社会的代理人となる人物が持つ機能を検討する。 
（3）「社会的代理人」の活用に影響を及ぼす要因は何か？： Bronfenbrenner（1979）は生
態学的な発達心理学の視点から、子供を取り巻く生態環境と社会的ネットワークの重要性を指
摘している。そこで本研究では、社会的代理人の活用のあり方に影響を及ぼすマクロ要因とミ
クロ要因の検討を行う。マクロ要因については、西村ら(2013b）が示すように、居住地域の流
動性などが子育てを契機として構築される周囲への評価に影響を及ぼしているため、流動性に
関する指標の影響を検討対象とする。ミクロ要因については、社会的代理人の利用や選択には、
シャイネスが影響するため(Souma et al., 2008)、これらの変数の影響を検討する。 
（4）子育ての時期（段階）に応じて「社会的代理人」の活用のあり方は異なるのか？：子ど
もの成長に応じて、養育者が接する周囲の対人環境も変化する。厚労省通達に基づく乳児検診
と 1 歳 6 ヶ月検診の約 9 割が集団形態または集団個別併用の実施であり（下地，2011）、集団
検診によって保健師との連携促進や同世代の子どもを持つ親との接触が高まると考えられる。
これらの時期に周囲の社会的代理人の活用と変化の様相を把握することは、時期に応じた子育
て支援に有用である。そこで、妊娠期とその薬 1 年後、さらにその 1 年後に縦断的な調査を実
施し、社会的代理人の活用の変容過程を検討する。 
 
３．研究の方法 
 主たる検討として実施した、横断的調査および縦断的調査についてそれぞれ説明する。 
（1）横断的調査による検討 
調査対象者：(株)クロスマーケティングのモニターのうち、既婚者で配偶者と同居しており、
就学前の子どものみを養育している女性 600名。なお全てのデータ分析では、回答における論
理的矛盾が含まれる回答を除き、545 名（平均年齢 30.60 歳）を対象とした。調査時期・手続
き：2015年 10月上旬にオンライン調査を実施。主な分析使用尺度：(1)フェイスシート：年齢、
子どもの数、就業状況などを尋ねた。（2）「社会的代理人」の選択の有無：「1.配偶者」、「2.配
偶者以外の家族(自分の親、配偶者の親、自分のきょうだい、配偶者のきょうだい、自分の親族、
配偶者の親族)」、「3.友人・知人(出産前から、出産後子育てをきっかけ、出産後子育て以外の
きっかけ)」、「4.自身の子ども」を社会的代理人として設定した。「子どもが生まれ、子育てを
することをきっかけに、あなたがあなた自身の人とのつながりをどのように変化させていった
のかというご自身の経験についてお聞きします」と教示を行い、「対象者自身の子育てに役立つ



人とのつながりを増やすために、４つの対象人物と一緒に行動したこと」の有無を尋ねた。（3）
関係流動性尺度：Yuki et al.(2007)の尺度を用いた。（12項目・5件法、α=.79）。（4）シャイ
ネス：相川(1991)の尺度を用いた（16項目・5件法、α＝.93）。 
（2）縦断的調査による検討 
調査対象者、調査概要：第一波調査（T1）は、2016 年 11 月に(株)クロスマーケティングのモ
ニターのうち、既婚者で配偶者と同居しており、回答時点で妊娠 16～40 週に該当する女性 928
名に実施した。なおデータ分析は、satisfice 項目への回答が適切であった、805 名(平均年齢：
31.05 歳)を対象に行った。第二波調査（T2）は、T1分析対象者 805名を対象に、2017年 9～10
月に調査回答をオンラインで依頼し、201名から有効回答を得た。第三波調査（T3）は、T1分
析対象者 805名を対象に、2018年 5月に調査回答をオンラインで依頼し 156 名から有効回答を
得た。いずれも既婚で配偶者と同居(T2 以降は配偶者と別居も含む)しており、T2 以降は同居し
ている子どもがいるという条件に合致した回答者である。主な分析使用尺度：(1)サポートネッ
トワーク(T1～T3)：「あなたの相談にのったり手助けしてくれるとあなたが思っている人は、ど
のくらい周りにいますか。およその人数でお答えください。」と教示し、0～10人までの選択肢
（段階は 1人ずつ）、それ以上の場合実数入力を求めた(12 段階)。（2）「社会的代理人」として
の他者の利用状況（T1）：子育てに役立つつながりを増やすために「他者」を介して人付き合い
を拡げた経験について、T1の妊娠前についてのデータを用いた。対象「他者」は「配偶者」「自
分の親」「配偶者の親」「自分のきょうだい」「配偶者のきょうだい」「自分の親族」「配偶者の親
族」「結婚前からの友人」である。「よくあった」「多少あった」「全くなかった」「該当する人が
いない（配偶者以外）」で回答させた。（3）特性シャイネス(相川,1991)16 項目 5件法（α=.92）。 
 
４．研究成果 
（1）母親は社会的代理人と何をしているか、そして何を期待しているか？ 
 目的の（1）（2）の検討として、方法で示した横断調査データから、以下のことが示された。 
1－1．配偶者、配偶者以外の家族、友人・知人を伴った経験の自由記述を形態素解析し、集計
した（表 1）。その結果、社会的代理人となりうる人物の代名詞に関しては、配偶者、母親、友
人という順で出現回数が多かった。次に、「地域」、「公園」、「センター」、「イベント」、「教室」
などの場も頻出単語の上位として現れた。その他にも、「交流」や「情報」を「交換」すること
など、人とのつながりを増やす場のやりとりも確認された。 
1－2．具体的な記述内容の一部をまとめた（表 2）。また別途行った対応分析の結果、「配偶者」
と関連性高い単語として「保育園」、「妊娠」、「仕事」、「休日」が、「家族」と関連性高い単語と
して 「自宅」、「休業」、「交流」、「遊び」が、「友人・知人」と関連性高い単語として「同級生」、
「サークル」、「コミュニティ」、「情報」、「交換」などが示された。 
1－3．対象ごとの社会的代理人としての選択理由を検討した（表 3）。配偶者は「誘いやすい」
という勧誘の側面と、「一緒にいてくれると落ち着く」というパフォーマンスの上昇という側面
が強く示された。誘いやすく行動を共にすることで心理的安定をもたらすという関係の良好さ
は、自身の対人ネットワークの拡充にも寄与することが示唆されたと考えられる 
 
（2）夫婦関係満足度が社会的代理人として「夫」の利用を促進し、ネットワークを拡げる 

研究目的の（1）（2）（3）の検討として、子育てにおいて、夫を「社会的代理人」として利用
することは、妻（女性）のネットワークの拡充を実際に導くか否かを検討した。多くの先行研
究の知見から、良好な夫婦関係が夫の代理人としての利用やネットワークの拡充をもたらす可
能性が示唆される。このことを検証するために、方法（2）に示した縦断的調査の T1 および T2
のデータを用いた分析を行った。 
まず、妊娠中（T1）のデータを用いた媒介分析の結果から、良好な夫婦関係は、妻（妊婦）

のサポートネットワークサイズを拡げることが示された。さらに、妊婦において夫を社会的代

表3　対象別の選択理由得点の平均値，標準誤差，分散分析の結果

　
利用有り人数

（545人中）
F値 偏η2 p値

多重比較
（Holm法）

配偶者 293 3.98 (0.06) 3.35 (0.06) 3.90 (0.06) 61.51 0.17 .00 A≒C>B
家族 268 3.87 (0.06) 3.82 (0.06) 3.89 (0.06) 0.77 0.00 .46

友人・知人 280 3.71 (0.05) 3.79 (0.05) 3.82 (0.05) 2.44 0.01 .09
子ども 400 3.62 (0.05) 3.89 (0.05) 3.63 (0.06) 13.13 0.03 .00 B>A≒C

註：括弧内は標準誤差

勧誘（A) 利用（B) 上昇（C)



理人として利用していることが、サポートネットワークサイズを拡大することになることも示
された。加えてこれらの媒介効果は、経産婦において顕著に示された(図 1、図 2)。 
  さらに、T1(妊娠中）と T2（出産後）両方のデータを用いた検討から、妊娠中は夫婦関係満
足度の高さは夫の利用を促し、ネットワークサイズの拡充となるが、出産後は、そのような関
連性は認められないことが示された。これは、出産前に、対人関係維持のために夫を「社会的
代理人」として利用することが重要であることを示すものである。 
 
（3）社会的代理人の選択に異なるレ
ベル変数が及ぼす影響 
研究目的の（3）に示した「社会的

代理人」の活用に影響を及ぼす要因の
検討として、 社会的代理人の活用の
あり方に影響を及ぼすマクロ要因と
ミクロ要因の検討を行った。マクロ要
因については、流動性に関する指標の
影響を、ミクロ要因については、シャ
イネスの影響を検討した。 
方法の（1）横断的調査データを分析

対象とした。社会的代理人の 4対象の選
択有無それぞれに対して、母親の年齢等
を統制し、関係流動性とシャイネスの主
効果および交互作用項を投入する階層
的ロジスティック回帰分析を行った（表
4）。その結果、シャイネスの主効果は全
ての対象において認められた。シャイネ
スが高い人のほうが、これらの対象を社
会的代理人として選択していないこと
を示している。 
 関係流動性の主効果とシャイネス×
関係流動性の交互作用効果は、友人の代理人選択においてのみ認められた。関係流動性の高さ
は対人関係の選択肢が多いことを意味するので、友人を代理人として選択することは、母親の
対人関係の拡充にも寄与すると考えられる。交互作用に関しては、シャイネスが低い場合、関
係流動性が高いと友人を社会的代理人として選択することが示された。子育てにおいて、友人
を社会的代理人として利用することは、他者との関係構築に抵抗がなく（低シャイネス）、多様
な関係性の構築が容易である環境にいる（高関係流動性）ことが必要である。 
 

（4）出産前のシャイネスと社会的代理人利用が出産後のサポートネットワークに及ぼす影響 
 研究目的の（4）に関連する分析として、方法（2）の縦断的データを用いた分析を行った。 

シャイネスが高い妊娠中の女性であっても、社会的代理人として周囲の他者を利用できれば、
出産後のサポートネットワークが縮小しやすい時期になったとしても、対人関係を維持構築で
きると考えられる。さらに、シャイネスが高いほうが関係継続期間は長くなりやすい(Goering & 
Breidenstein, 1989)ため、シャイな人にとって社会的代理人として旧知の人物を利用すること
が肯定的に作用すると考えられる。そこで、「社会的代理人」として周囲の重要他者を利用する
こととシャイネスが出産後のサポートネッ
トワークに及ぼす影響を検討した。 
サポートネットワークの T1 平均値は 4.01

人、T2 平均値は 3.79 人であった。対象とな
る 8つの属性を分類するために、クラスタ分
析（ウォード法、3 クラスタ指定）を行い、
「配偶者」クラスタ、「結婚前からの友人」
クラスタ、それ以外（「親族」の 6 変数）ク
ラスタと分類した。 

出産後のサポートネットワークに、出産前
のシャイネスと社会的代理人としての周囲

表4　対象別の階層的ロジスティック回帰分析の結果

変数名 B ΔR2 B ΔR2 B ΔR2 B ΔR2

基準変数（0＝非選択，1＝選択） -0.14 0.05 -0.05 -1.02 **

母親の年齢 0.03 -0.02 0.03 + 0.03

子どもの数（0＝1人，1＝2人以上） 0.12 0.08 0.49 ** 0.08

職業（0＝無職，1＝有職） 0.01 .006 0.20 .005 -0.21 .027 ** -0.10 .007

シャイネス -0.36 ** -0.38 ** -0.30 * -0.28 *

関係流動性 -0.20 .023 * -0.03 .025 * 0.35 * .031 ** 0.08 .016 +

S3 シャイネス×関係流動性 0.13 .001 0.05 .000 -0.52 * .020 * -0.29 .007
** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10

S2

配偶者 親族 友人・知人 子ども

S1

図 3 妊娠中および出産後の夫婦関係満足度、社会的代理人としての夫の利用、およびネットワー

クサイズの関連性 



の人物の利用が及ぼす影響を検討するために、step1に T1 のサポートネットワーク step2に T1
での 3つの対象の社会的代理人としての利用状況、step3に T1 でのシャイネス得点、step4に
T1 シャイネス×社会的代理人利用（3対象それぞれ）を投入する順序回帰分析を行った。その
結果、step1 の説明率が有意、step2の説明率の増分が有意傾向、step4 の説明率の増分が有意
傾向であった。ここで着目すべきは、step4 の結婚前友人利用×シャイネスの交互作用効果で
ある。この結果について、シャイネスをスライス変数とする検討を行った（図 4）。シャイネス
が高い場合、結婚前からの友人を妊娠前に「社会的代理人」として利用していることが、出産
後のサポートネットワークが大きかった(B=0.79, Z=2.07,p < .05)。 
これらの結果から、シャイな女性は、旧知の友人を社会的代理人として妊娠前から予防的に

利用しておくことが、出産後のサポートネットワークに肯定的な影響を及ぼすことが示された。 
結果をまとめると、（1）社会的代理人としての「夫」に求める機能は、誘いやすく、一緒に

いてくれると落ち着くという側面が強く、「子ども」に対して求める機能は、自身の対人ネット
ワークの積極的拡がりという側面が強い。（2）夫婦関係満足度が高いと社会的代理人として「夫」
の利用を促進し、ネットワークを拡げる。この効果は、出産前（特に経産婦）は認められるが、
出産後は認められない。（3）シャイな女性では、旧知の友人を社会的代理人として妊娠前から
予防的に利用しておくことが、出産後のサポートネットワークに肯定的な影響を与える。 
これらの成果は、学会における研究発表や自主シンポとして発表を行った。また、一般向け

公開講座等でこれらの成果の紹介を行い、今後子育て支援にも寄与する情報発信を行い、関連
する研究成果との融合を図っていく。 
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